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清代山東漁船の朝鮮漂着について
劉 　海　　萌
Shandong Fishing Ships of Qing Dynasty Shipwrecked in Korea
LIU Haimeng
Abstract
	 Due	to	the	geographic	proximity	of	the	Shandong	Peninsula	to	the	Korean	
Peninsula,	exchanges	 took	place	 there	 frequently	 from	ancient	 times	through	to	
the	Qing	Dynasty.	The	Huanghai	sea	and	the	Bohai	sea	are	the	most	 important	
fishing	 areas	 adjacent	 to	 the	 Shandong	 Peninsula.	 During	 the	 Qing	 Dynasty,	
fishery	 in	Shandong	Province	began	to	flourish	due	to	the	government	 lifting	 its	
ban	 on	 maritime	 trade.	 Meanwhile,	 many	 Chinese	 sailing	 ships	 became	
shipwrecked	and	drifted	to	Korea.	Specific	 information	regarding	these	 incidents	
are	 recorded	 in	 the	 related	 documents	 of	 China,	 Korea,	 and	 Japan.	 This	 paper	
looks	 at	 the	 actual	 activities	 of	 these	 Shandong	 sailing	 ships	 that	 drifted	 onto	
Korea.	 Fishing	 area,	 products	 and	 time	 span	 shall	 be	 looked	 at	 in	 detail.	 This	
research	 is	 based	 on	 an	 examination	 of	 the	 records	 of	 the	 Joseon	 Dynasty,	 as	
well	 as	 local	 chronicles	 from	 Shandong	 Province	 and	 related	 Japanese	
documents.
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はじめに
　中国の海洋漁業は唐代以降盛んになった。この分野の研究は李士豪・屈若搴『中国漁業史』
によって開拓され1）、その後、張震東・楊金森が『中国海洋簡史2）』を著した。ついで、中村治兵
衛の『中国漁業史の研究3）』によって唐代から明代までの漁業に関する政策、税金について明ら
かにされた。その他20世紀以降の中国の漁業を概観した水産研究会『中国漁業の概況4）』の研究
がある。しかし、中国漁業史に関する先行研究の多くは、浙江省、福建省など5）の南東海域を
中心としたものであり、漁業政策と漁業税に関する研究が多く、清代における山東半島沿海の
海洋漁労に関する研究はほとんど見られない。
　山東半島は三面を海に囲まれ、北沿海の漁民は渤海海域で、南沿海の漁民は黄海海域で出漁
している。このような山東漁船の活動は山東省の地方志6）と日本の『清国事情7）』に見られるが、
その具体的活動については、朝鮮王朝時代の『同文彙考』に朝鮮半島に漂着した数々の山東漁
船の海難史料が詳しく記されている。これは出漁活動していた山東漁船が海難に遭遇した後、
潮流に乗って朝鮮半島に漂着した記録である。
　そこで、本稿は朝鮮王朝時代の史料『同文彙考』、清代中国の地方志と日本の『清国事情』を
用い、朝鮮半島に漂着した山東漁船の漁労活動の実状、とくに出漁時期、出漁海域、漁獲物に
ついて考察してみたい。
一、清代における朝鮮に漂着した山東漁船について
1 ．山東漁船の朝鮮漂着
　清代に海禁政策が解除されると、山東半島の漁業活動は盛んになった。このため、山東漁船
 1）	 李士豪・屈若搴『中国漁業史』、上海商務印書館、1936年。
 2）	 張震東・楊金森『中国海洋簡史』、海洋出版社、1983年。
 3）	 中村治兵衛『中国漁業史の研究』、刀水書房、1995年。
 4）	 水産研究会『中国漁業の概況』（研究資料　第46号）、水産研究会、1953年。
 5）	 例えば、浙江省と福建省の海域を中心とする漁業についての研究は以下のようである。
	 	 尹玲玲「明清江南の河泊所と漁課雜税―寧鎮と揚州を例として」『中国社会経済史研究』第 2期、2002
年、65－72頁。尹玲玲「論明代福建地区の漁業分布」『中国農史』第 1期、2006年、49－55頁。
 6）	 本文引用した中国地方志の史料は、北京愛如生数字化技術研究中心により、関西大学東アジア文化研究
センターに導入された『中国方志庫』データベースに拠った史料である。キーワードによる清代における
山東半島の漁業に関する検索が容易に実行できたが、記して謝意を表したい。
 7）	「外国事情篇・清国事情」第 6期（『明治後期産業発達史資料』第292卷、龍溪書舎、1996年）外務省通商
局、1908年。
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番号 出発期日 漂着期日
航海
時間
隻数 船籍 目的地 漂着地
送還
方法
票文 出典
1
康熙37年
5月15日
1
登州府
寧海縣
海洋
黄海道
吾义浦
陸路 有 2 －1336
2
康熙37年
5月初 1日
康熙37年
5月28日
45日 1
登州府
蓬莱縣
関東
金州
黄海道
白翎
海路 有 2 －1337
3
康熙39年
5月
康熙39年
6月16日
2 登州府
黄海道
白翎
忠清道
安興
海路 有 2 －1337
4
雍正 8年
7月初 5日
雍正 8年
7月14日
9日 1 登州府 海洋島
平安道
宣沙浦
海路 2 －1358
5
乾隆35年
4月初10日
乾隆35年
4月26日
16日 2
莱州府
等
海洋
忠清道
泰安
海路 無 2 －1384
6
乾隆50年
11月初 2日
1
登州府
栄成縣
登州府
成山
黄海道
長淵
陸路 紛失 2 －1408
7
乾隆51年
正月初 7日
乾隆51年
正月26日
19日 1
登州府
栄成縣
登州府
成山
全羅道
楸子島
陸路 無 2 －1410
8
嘉慶 5年
5月初 6日
嘉慶 5年
5月初 8日
2日 1
登州府
文登縣
海洋
京畿
德積
海路 無 4 －3607
9
嘉慶 5年
10月21日
嘉慶 5年
11月17日
25日 1
登州府
栄成縣
登州府
石島
京畿
德積
陸路 無 4 －3608
10
咸豊 5年
正月17日
咸豊 5年
2月初 1日
13日 1
登州府
栄成縣
東海洋
黄海道
長淵
海路 有 4 －3673
11
光緒 2年
12月26日
光緒 3年
2月17日
51日 1
登州府
文東縣
海洋
京畿
德積
陸路 無 4 －3696
12
光緒 6年
正月初 2日
光緒 6年
正月初10日
37日 1
登州府
文登縣
全羅道
古羣山
全羅道
霊光
陸路 紛失 4 －3697
表 1　清代山東漁船の朝鮮漂着情況
は漁労活動中に海難に遭遇した場合、その多くは朝鮮半島へ漂着した8）。
　そこで、朝鮮国の『同文彙考』の記録に見られる14隻の山東籍の漁船9）の漂流事情を見てみ
たい。その14隻の航運状況を整理したものが表 1である。
　表 1に示したように、康熙37（1699）年から光緒 6（1880）年までの181年間に14隻の山東漁
船が朝鮮半島に漂着した。これらの漂流船の漂着地は黄海道、京畿、忠清道など朝鮮半島の西
側沿海、即ち中国側である。山東漁船の漂流から朝鮮半島の西側沿海へ漂着まで 2日から51日
を要している。
　表 1の「出発期日」と「漂着期日」から、中国暦の 1～ 6月の春夏季に出航した漁船と11～
1月の冬季に出航した漁船で朝鮮半島に漂着した山東籍漁船が総数の92％に近く、山東沿海海
域の出漁時期と漂流との間に密接な関連性があると言えるであろう。
　次に、これらの漁船の活動について考察して見たい。
 8）	 松浦章『近世中国朝鮮交渉史の研究』、思文閣出版、2013年、173－183頁。
 9）	『同文彙考 2（韓国史料叢書第24集）』、翰進印刷公社、1978年。
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2 ．山東籍漂流漁船の出漁活動
　『同文彙考』に見られる山東籍漂流漁船の出漁活動は、大部分が山東半島沿海海域である。し
かし、遼東半島沿海海域さらに朝鮮半島沿海海域に出漁する山東漁船も存在した。表 1に示し
た資料 1 －12として、記録された山東籍漂流漁船の乗組員情況および漁獲物の種類と出漁海域な
どについて考察したい10）。
　資料 1の「報吾義浦及白翎漂人發回咨11）」は山東登州漁船の例である。
朝鮮國王為漂船發還事。本年五月二十一日、據黄海道觀察使李寅華、節度使南五星等官節
次馳啓：備吾义浦萬戸張時漢、長淵府兼任松禾縣監洪潾等呈節該：本月十五日、長淵海安
坊夢金項地面有他國船一隻漂到港口、縣監與萬戸先後馳往漂船所在處、則船上人十九名、
皆剃頭、言語不通。以書問以何方人、以何事向何處、漂到此地緣由。則其中呂文捐呂文煥
呂文準等三人稍解文字、書稱：俺等十九人原係山東登州府寧海縣住民、以公家漁採事出海、
未諳水道、且値逆風暴雨、仍為漂來云。取見所持印票、的是公家成給者。
　康熙37（1699）年 5月15日、朝鮮黄海道長淵海安坊夢金項に見知らぬ19人が現れた。朝鮮官
吏が筆談で漂流民の出身地、目的地、出航理由を調べた。彼らは清国山東省登州府寧海縣出身
の漁民で、海洋で出漁したところで強風に遭遇し、朝鮮に漂着したのである。
　資料 2の「報吾義浦及白翎漂人發回咨12）」は蓬莱漁船の例である。
據此、又於本年六月初六日、據黄海道吾義浦觀察使李華燁、防禦使李喜泰等官馳啓：備白
翎僉使趙泰謙牒報節該：本月二十八日、白翎鎭中和津前洋有異樣一船致敗於洋中、因候望
軍李銀金等報、僉使即往見之、則船體雖存、檝物及右邊粧板幾半折破、且失碇鐵。同騎十
三名亦剃髮、而其中兩人頭部致傷。仍為接畱、另加供饋、傷者則以藥物治療、船中雜物開
路上送。得此。即著譯學崔萬益馳到白翎漂人敗船處 ,問其根因、則説稱：小的們俱是山東
登州府蓬萊縣之民、以漁採為業、為知縣官所使 ,今五月初一日受公文向金州採捕海蔘、未
到金州,猝遇狂風,萬［歹欠］13）一生,漂到此地。…船既破傷、著令該地方官從速修葺、且給
盤費待風發回。……康熙三十七年七月二十七日。
　康熙37（1699）年 5月28日に一隻の13人が搭乗していた、山東登州府蓬萊縣の漁船が朝鮮忠
清道の泰安に漂着した。これらの漂流民は、海鼠を採取するため、康熙37年 5月初 1日に盛京
10）	 前掲、松浦章『近世中国朝鮮交渉史の研究』、156頁。
11）	 前掲、『同文彙考 2（韓国史料叢書第24集）』、1336頁。
12）	 同上。
13）	［歹欠］の字は一字であるが、印字に際して表記できないため便宜上［歹欠］と記した。
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省金州へ赴き、途中で強風に遭遇し、朝鮮黄海道白翎の中和津前洋へ漂着した。朝鮮官吏が漂
流民の身元を確認した後、衣服と食事を与え、漂着地で積荷等を販売し、漂流民の願いにより
海路で漂流民を本国に送還した。
　資料 3の「報安興漂人發回兼請申飭犯越咨14）」は山東登州漁船の例である。
朝鮮國王為漂船發還事。本年六月二十二日、據忠洪道觀察使宋相琦、節度使金重三等官節
次馳咨：備安興僉使洪夏昌牒呈節該：本年六月十六日、有船兩隻漂泊于本鎭外島、僉使馳
往看審、則一船所乗人五十九名、又一船十三名、舵工曲應選等通共七十二人。相接之際、
語音不通、以書問情、則其中孔尚德稱名者稍解文字、答稱：俺等原係山東登州府人、以漁
採事五月乘船出海、今來白翎島捉海蔘、猝於狂風漂到於此。問其票文有無、則一船票文失
於風波中、一船票文見存。而票文內原數只有曲應選等十人數外、加有客人三名。……本年
七月初四日、押領漂人曲應選等七十二人犒饋後、厚給資糧、指路發送。等因。具啓。……
康熙三十九年十月二十九日。
　康熙39（1701）年 6月16日に二隻の山東登州府の漁船が朝鮮忠洪道の安興に漂着した。一隻
は59人が搭乗し、もう一隻は13人が搭乗していた。山東省登州府の漂流民73人は、朝鮮白翎島
で海鼠を採取するため、康熙39年 5月に出帆したが、途中で強風に遭遇し、朝鮮安興鎭外島へ
漂着した。朝鮮官吏が漂流民の身元を確認した後、食事を与え、漂流民の願いにより海路で漂
流民を本国に送還した。
　資料 4の「報宣沙浦漂人押解咨15）」も東登州漁船の例である。
本月十四日、有船一只漂泊于本鎭蛤浦边…則一船所乘人十四名、而答言：我們係是山東登
州府人、以捉魚、采藥爲業。本月初五日乘船出海至吾海洋島、忽遇強風、漂到此處云。更
使防營譯學詳問、所答如前。其中劉楨稱名者稍解文字、餘皆無識。仍乞待順風乘船還去、
再三懇祝、知是上國人物、善爲供饋、其姓名、居住及船中什物並錄成冊馳咨。聽候。等因。
得此爲照本人等明是漂到、無他姦情、依所願放還、不害事理。而第漂民護還約條既嚴、不
聽、違禁。將此漂人劉楨等十四名專差司議院正趙光璧管押前去、交付凰城外、各其姓名、
年甲、原籍及所有物件隨便搬運從願和賣之數逐一開坐於後。爲此和行移咨、請照詳施行云
云。雍正八年九月初八日。
　雍正 8（1730）年 7月14日に、一隻に14名が搭乗した。山東登州府出身の漁民が朝鮮平安道
宣沙浦鎭蛤浦に漂着した。漂流民は、雍正 8（1730）年 7月初 5日に盛京省の出漁域の海洋島
14）	 前掲、『同文彙考 2（韓国史料叢書第24集）』、1337頁。
15）	 同上、1358頁。
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へ赴き、途中で強風に遭遇し、同年 7月14日に朝鮮宣沙浦鎭蛤浦へ漂着した。朝鮮官吏が漂流
民の身元を確認した後、衣服と食事を与え、漂着地で積荷を売却した。漂流民は陸路で中国へ
護送された。
　資料 5の「報泰安漂人發回咨16）」は山東莱州漁船の例である。
本年四月二十六日子時、有異洋船兩隻自西海大洋漂到本郡波濤只裏後洋。隨率邑鎮吏卒馳
往看審、而言語無以相通、故以文字問答、壹船四十人、壹船三十人、俱系山東萊州府民人、
本月初十日因拿海鮮在洋漂風到此。等因。具啓。就差譯官金聖澤馳往漂人處更問實情、手
本內、漂人等稱以民間私船、元無票文、皆願水路回去。等因。得此。竊照漂人等雖無公文
可驗、而據各該官所報言貌、服色、明示上國漁船、無他可疑情疏。著令該管官吏優給衣褲、
糧饌、依其願候風護送……乾隆三十五年五月十六日。
　乾隆35（1770）年 4 月26日に二隻の山東莱州府の私人漁船が朝鮮忠清道の泰安に漂着した。
一隻は40人が搭乗し、もう一隻は30人が搭乗していた。山東省莱州府の漂流民70人は、乾隆35
（1770）年 4月初10日に出帆し、海洋で出漁中に強風に遭遇し、朝鮮忠清道の泰安へ漂着した。
朝鮮官吏が漂流民の身元を確認した後、衣服と食事を与え、漂着地で積荷を販売し、漂流民の
願いにより海路で中国に送還した。
　資料 6の「報長淵漂人押解咨17）」は栄成漁船の例である。
本年十一月初二日申時量助泥萬戸黄致顯所報內異樣船一隻、不知自何洋出來、漂到於本鎭
青石乙浦…俺們都是山東登州府栄成縣人、家在海口、故每事釣魚徃成山後販塩沉魚、而回
來時猝遇西南風、同日漂風、今月初二日漂流到此。
問、儞們當初幾人上船。
答、俺等五箇人上船矣。
問、儞們元來五箇人、則見今漂到只是四箇人、一箇人何处去了。
答、一箇洋中渰沒。
問、儞們四箇何以生存而那一介人緣何渰歿。
答、漂蕩洋中、船幾傾覆、故跳下挾船。為風浪所撲、因為渰沒矣。
問、何月何日到何處渰沒。
答、今月初一日一更天渰沒、而漂蕩大洋、精神混亂、不知東西、其渰沒處不能記得。
問、有船票麼。
答、船票帶在劉福勝荷包中矣、福勝渰沒、因此無有矣。
16）	 前掲、『同文彙考 2（韓国史料叢書第24集）』、1384頁。
17）	 同上、1408頁。
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…厚致館廩優給衣糧、而騎來船隻既已破傷、從其所願旱路還送允為便當其船隻及物件難運
者亦並依願換易驛遞順付。於今茲節使之行［亻甲］無中間疏虞另加管護前去…乾隆五十年
十一月十三日。
　この漁船の漁民 5名の出身地は山東省登州府栄成縣であり、郷里から登州府成山へ出漁した。
乾隆50（1785）年11月初 1日に帰帆中に西南風により漂流し、乾隆50（1785）年11月初 2日に
朝鮮黄海道長淵鎭青石乙浦へ漂着した。乗組員の劉福勝は海難により溺死し、船票も紛失した。
朝鮮官吏が漂流民の身元を確認した後、衣服と食事を与え、積荷を販売し、漂流民の願いによ
り陸路で漂流民を本国に護送した。
　資料 7の「報楸子島漂人押解咨18）」も栄成漁船の例である。
本月初一日據楸子島別將金汝俊報稱、本年正月二十六日酉時量、不知何許傳漂到於本島、
［臼用］浦里前洋…小的都是山東省登州府栄成縣人、沿海居生、捕魚為業、今正月初七日同
夥九人上船矣、五人回家喫飯、四人在船守網、忽西風大刮折失櫓碇、漂流到此、而船隻破
碎又不解、使船愿從旱路還歸。
問：有票文麼。
答：俺等本以閑人、時常漁釣于沿海數十里內洋、元無告官、取公文往來。
……既經該國王詢明情由、願從旱路回籍、應聽該國王照例解至鳳凰城、送盛京將軍衙門轉
遞回籍、臣等將所開姓名、籍貫抄錄、知照山東巡撫俟張元周等到籍之日查明報部臣等未敢
擅便謹題請旨。
　この漂流船は、山東省登州府栄成縣に船籍を有する漁船であり、乾隆51（1786）年正月初 7
日に強い西風に遭遇し、乾隆51年正月26日に朝鮮全羅道楸子島へ漂着した。朝鮮官吏が漂流民
の身元を確認した後、衣服と食事を与え、漂流民の願いにより陸路で盛京鳳凰城に送っている。
　資料 8の「報德積漂人發回咨19）」は文登漁船の例である。
本年五月初八日申時量、異樣船一隻漂到於本鎭友浦里洋即地馳往領引止泊于津前浦口、先
為安頓供饋、而第其船舶處本無譯舍、固替用文字詳詰來由、則漂人康本和、付桂林、韓日
豊、康元、任成梁、王福有、張成九、張會平等八人內一人僅解文字、問情之際所答不免模
糊、祗稱俺等俺等原係登州府文登縣靖海衛居民、釣魚為業、本年五月初六日發船釣魚、放
洋猝遇強風、雲霧四塞、不辨東西南北、三晝夜漂至於此、而今茲八人一無渰溺受傷之患、
船隻亦幸安全。家有父母掛念願從水路急速還歸云云。……令該道觀察使等官厚致館癝糧饌、
18）	 前掲、『同文彙考 2（韓国史料叢書第24集）』、1410頁。
19）	 同上、3607頁。
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從其所願由水路還送。允為便當使之候風出海外、此合行移咨請照詳轉奏施行云云。
　嘉慶 5（1800）年 5月初 8日、朝鮮京畿德積津前浦口に見知らぬ 8人が現れた。彼らは清国
山東省登州府文登縣靖海衛出身の漁民で、嘉慶 5（1800）年 5月初 6日に出漁したところ漂流
し、 3日の漂流の末に朝鮮に漂着した。朝鮮官吏が漂流民の身元を確認した後、衣服と食事を
与え、漂流民の願いにより海路で原籍に送還した。
　資料 9の「報德積漂人押回咨20）」も栄成漁船の例である。
本年十一月十七日申時量、本鎭瞭望將安大善進告、內異樣船一隻自西海漂到本鎭浦口、…
漂人孫城安、舖柱等回稱：俺們六個俱是山東省登州府栄成縣人、本是漁戸以打魚為生別無
甚事、而船主丁會家給一百五十吊大錢使俺們往世道買船、將為明春捕魚之計而俺們于本年
十月二十一日買船乘還向榮城、猝遇西北強風簸揚漂盪柁、則折傷鐵猫、見失纜索、亦隨而
絕船几覆没者、日夜不知、其幾次僅免死亡、而十一月十七日漂著於此、船隻破傷、萬死之
餘再不要乘船、情願從旱路回去。
　嘉慶 5（1800）年11月17日、 6名が搭乗した漂流船が朝鮮京畿德積鎭浦口に漂着した。彼ら
は清国山東省登州府栄成縣出身の漁民で、嘉慶 5（1800）年10月21日に来年に出漁するため、
登州府石島で船を購入し、帰帆中に強い西北風に遭遇し、同年11月17日に朝鮮に漂着した。朝
鮮官吏が漂流民の身元を確認した後、衣服と食事を与え、漂流民の願いにより陸路で原籍に送
還した。
　資料10の「報長淵漂人發回咨21）」も栄成漁船の例である。
本鎭夢金浦瞭望別將金澤夫馳告、本年二月初一日未時量異樣船一隻漂到於早洋機浦、底板
破碎、漂人下陸…則漂人王大采回稱、俺們九人俱係山東省登州府榮城縣纍野村人、本年正
月十七日在本縣所屬俚島上船往本縣東邊大海捉青魚要賣、同伴船往來洋中、二十七日忽遇
猛風飄蕩波浪本月初一日到泊於此、所乘船底板破碎、桅杆舵木折落漂失、願得修理從水路
還歸云云。雖無票文之可據之、察其言語服著、的是上國漁船漂到無疑等因。具啓據此竊照
漂人等不幸遭風漂到敝境而人命全活誠為多幸。著令該道觀察使等官厚致館癝優給衣糧、從
其願旱路還送、所傷船隻從願改造、本道還送允為便當使之候風出海外、各人姓名年紀居住
船中什物隨身物件一一開錄於後云云。咸豊五年三月初五日。
　この漁船の 9名の乗員の出身地は山東省登州府榮城縣纍野村の漁民であり、郷里から東側の
20）	『同文彙考 4（韓国史料叢書第24集）』、翰進印刷公社、1978年、3608頁。
21）	 同上、3673頁。
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海洋で青魚を捕らえた。咸豊 5（1855）年正月17日に海難に遭遇し、咸豊 5（1855）年 2月初
1日に朝鮮黄海道長淵鎭夢金浦へ漂着した。朝鮮官吏が漂流民の身元を確認した後、衣服と食
事を与え、漂流民の願いにより陸路で原籍に送還した。
　資料11の「報德積鎮漂民入送咨22）」は文登漁船の例である。
本月十七日辰時量本鎭西面里任張仁貴瞭望將軍元振等進告內異樣小船一隻、不知從何處
來、而今日平明漂到于本面友浦中洋…漂人李培增回稱、俺們三人居在山東省登州府文東縣、
上年十二月二十六日一共九個人打魚次開船登州海洋、今年二月十二日遭風漂到貴國黄海道
延平海中、大船破碎、同船參老春、參老玉、姜老成、徐老小、李九成五人淹沒。俺們四人
乘從船僅保性命漂蕩蒼黄之際、方老九一名爲水所凍仍爲致死屍體載在船中、漂到於此、所
乘從船甚狹難以駕海願從旱路還歸。屍體姑且埋置此地、今年七月裹帶著公文坐大船再到帶
回去、小船也亦伊時一同帶去了云云。方老九從其所願收槥埋葬、余外生存三人雖無船票可
據、察其服著聽其言語、的是上國人漂到無疑等因。具啓據此竊照漂人等不幸遭風漂到敝境
淹沒五人、身故一人委屬驚慘、其餘人命生全誠為可幸。著令該道觀察使等官厚致館癝優給
衣糧、從其願旱路還送、允為便當船隻什物另飭該鎮姑令典守衛專差義州譯學李應善管押前
去交付鳳凰城外、各人姓名年紀居住隨身物件一一開錄於後為此合行移咨、請照驗轉奏施行
云云。光緒三年三月初八日。
　光緒 3（1877）年 2月17日、朝鮮京畿德積鎭西面に異様小船が漂着した。この船は元々 9名
の清国山東省登州府文東縣出身の漁民が搭乗し、光緒 2（1876）年12月26日に登州府沿海に出
漁し、光緒 3（1877）年 2月12日に強風に遭遇して朝鮮黄海道延平海域に漂流し、 5日の漂流
の末に德積鎭西面に漂着した。海難により、 5名の乗組員の參老春、參老玉、姜老成、徐老小、
李九成が溺死し、方老九が凍死して 3名が生き残った。朝鮮官吏が漂流民の身元を確認した後、
衣服と食事を与え、 3名の生存者の願いにより陸路で盛京鳳凰城に護送している。
　資料12の「報靈光漂民入送咨23）」は文登漁船の例である。
本郡奉山面憲張文局文報內、本月初十日酉時量不知何國人十名乘破船木片漂到于本面順基
洞…則漂人孫沛澤回稱、俺們十人俱係山東省登州府文登縣人、因土瘠民貧捉魚次、本年正
月初二日發船十二日到古羣山、二月初九日猝遇強風以致船敗、初十日僅到於此。幸蒙貴國
人救護、而船隻業已破碎、驚濤餘生難以駕海願從旱路還歸云云。…著令該道觀察使等官厚
致館癝優給衣糧、而騎來船隻既已破碎、從其願旱路還送、允為便當船隻什物另飭該鎮姑令
典守衛專差義州譯學李應善管押前去交付鳳凰城外、各人姓名年紀居住隨身物件一一開錄於
22）	 同上、3696頁。
23）	 前掲、『同文彙考 4（韓国史料叢書第24集）』、3697頁。
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後為此合行移咨、請照驗轉奏施行云云。光緒六年五月初九日。
　光緒 6（1800）年 2月初10日、10名が搭乗した漂流船が朝鮮全羅道靈光郡奉山面に漂着した。
彼らは清国山東省登州府文登縣出身の漁民で、光緒 6（1800）年正月初 2日に出帆し、朝鮮全
羅道地域の重要な港の古群山24）の海域での出漁中に、 2月初 9日に強風に遭遇し、同年 2月初
10日に靈光郡奉山面へ漂着した。朝鮮官吏が漂流民の身元を確認した後、衣服と食事を与え、
漂流民の願いにより陸路で盛京鳳凰城に護送した。
　以上の12例から、山東籍漂流漁船の漂流期日、乗組員、航海時間、航海理由、船籍、出漁海
域、漂着地などが知られる。その航運状況と出漁情況を整理したものが次の表 2である。
　表 2から、朝鮮に漂着した山東籍漁民の出身地は全て登州府と莱州府であり、とくに乾隆50
（1711）年から光緒 3（1877）年までの漂流民の出身地は全て登州府の文登縣と栄成縣であっ
た。文登縣と栄成縣一帯の海域は漁業資源が豊富であったことも文登縣と栄成縣の漁民の出漁
理由であろう。
　漁船の規模から見ると、漂流船の乗員数の範囲は 4～73人に及ぶ。とくに、10人以下の漂流
船は 7隻があった。清代山東漁船の規模について、道光『膠州志』巻12、山川には、「每歲穀雨
後、桴筏網罟雲集、捕魚之利民頗饒給25）」とあり、毎年の穀雨後、即ち西暦の 4 月20日前後、
「桴」と「筏」のような小船と網を使った漁業を行なう漁民が多くその漁獲量が頗る多かった。
24）	 国史編纂委員会編『朝鮮王朝実録34』、「仁祖実録 2」（国史編纂委員会、1971年）、321頁。原文：而古羣
山則四面山圍 ,	港水且深 ,	藏船可至數百餘艘 ,	且與湖西馬梁、舒川等浦相望 ,	迭爲脣齒 ,	可作聲援 ,	以爲控
扼海路之地。
25）	 道光『膠州志』（『中国方志叢書』華北地方、第383号、第三冊、成文出版社、1976年）、647頁。
番号 隻数 乗員数 出身地 出漁海域 漁獲物 航海理由 出典
1 1 19 登州府寧海縣 海洋 魚 出漁 2 －1336
2 1 13 登州府蓬莱縣 関東金州 海鼠 出漁 2 －1337
3 2 73 登州府 黄海道白翎 海鼠 出漁 2 －1337
4 1 14 登州府 海洋島 魚 出漁採薬 2 －1358
5 2 40 莱州府等 海洋 海鮮 出漁 2 －1384
6 1 5（ 1死） 登州府栄成縣 登州府成山 魚 出漁貿易 2 －1408
7 1 4 登州府栄成縣 登州府成山 塩魚 出漁 2 －1410
8 1 8 登州府文登縣 海洋 魚 出漁 4 －3607
9 1 6 登州府栄成縣 登州府石島 魚 購船出漁 4 －3608
10 1 9 登州府栄成縣 東大洋 青魚 出漁 4 －3673
11 1 9（ 6死） 登州府文東縣 海洋 魚 出漁 4 －3696
12 1 10 登州府文登縣 全羅道古羣山 魚 出漁 4 －3697
表 2　朝鮮に漂着した山東漁船の出漁情況
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　また、光緒『海陽縣志』巻 2、鹽法には、「伊等皆係三板小船有魚之時捕魚26）」とあるように、
山東の漁船は三板、筏のような小型の漁船が多かった。その理由として、雍正 4（1726）年 8
月初 4日、山東巡撫陳世倌の上奏文「山東巡撫陳世倌等奏遵旨議覆兵船宜扼要巡防等海疆事宜
四條折」に、「臣等會查得東省因造船、需用物料、匠做具非本地出産、故造船者甚少、其採捕魚
蝦具紮木為筏、並無蓬桅、不能遠渉外洋27）」と、山東省では造船用の木材は少なく、造船職人も
少なかったため、大型漁船の製造は困難であった。このため、山東省には小規模の漁船が多く、
大型漁船に比べ、風濤に対する防御の能力が低く、海難に遭遇する可能性が高かったと考えら
れる。
　グラフ 1に見られるように、山東籍漂流漁船は山東半島沿海と遼東半島沿海の海域に出漁し、
さらに、問題となるのは国境を越えて、朝鮮半島西沿海海域まで出漁していたことであった。
具体的に見ると、14隻の漁船の内、山東半島沿海の黄海海域と渤海海域で出漁した漁船は 4隻
であり、遼東半島沿海の渤海海域を出漁海域とする漁船は 2隻、朝鮮半島西沿海海域で出漁し
26）	 光緒『海陽縣志』、『中國方志庫』データベース。
27）	 中国第一歴史档案館編『雍正朝漢文硃批奏摺彙編』、江蘇古籍出版社、1989年、第七冊、824頁。
グラフ 1　山東藉漂流漁船の出漁海域
グラフ 2　山東藉漂流漁船の漁獲物
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た漁船は 3隻、出漁海域が「海洋」と記録された目的地不明の漁船は 5隻が見られる。
　グラフ 2に示したように、山東籍漂流漁船の漁獲物から、各漁獲物の割合がわかる。これま
で漁船の研究には、清代における山東漁船の漁獲物については明らかでない。ところが、この
漂流船の史料から、不明な部分が75％を占めるが、残りの25％の船から海鼠や鯖を採取してい
たことが明らかである。このように、山東漁船の漁獲の海域や漁獲物について、『同文彙考』の
山東籍漂流漁船の記録は重要な史料と言える。
　そこで、次に、清代山東半島の漁船の出漁活動について述べたい。
二　清代における山東漁船の出漁活動
　1908年 9月、日本の外務省通商局、『清国事情』第 1輯、山東省の漁業調査28）によれば、清代
の山東の魚類産地と出漁時期が知られ、さらに清代の山東省各県の地方志の漁獲物に関する記
録により、清代山東省漁船の出漁時期、出漁海域と漁獲物について知られる。
　清代山東半島の漁業は淡水漁業と海洋漁業に分かれていた。山東省煙台海口天后宮において、
咸豊 7（1857）年に闔邑紳耆公が「登州府福山縣鹽課碑」を建て、登州府民衆の漁業に従事す
る状況に関する記録が残された。「査登郡所屬各州縣地處海濱、沿海居民多以捕魚爲業。…咸豊
七年歳次丁巳七月初一日闔邑紳耆公立29）」と、登州府沿海地の民衆の多くが海洋漁業に従事して
いた。
　光緒『增修登州府地方志』巻 6、風俗の条においても登州府の漁業状況が知られる。
地處海濱、四民之外漁者為最、或舟或筏、清明試海、小滿止焉。餘則有暇、即釣或搜索海
鮮、蠏蛤鬻以餬口、其有力者多於春初即海濱設重網、長至數十百丈、結縛窩鋪、動聚百人、
旦夕宿沙際、伺魚大上壹網輒獲萬億、入夏乃止、至秋魚復至、則用撥網而所獲殊少、其海
口有土者不相攙越、往往以爭畔致訟30）。
　清代の山東漁民の出漁活動は、清明後から小満前、即ち太陽暦の 4月上旬から 5月下旬まで
の47日間ほどの間が出漁時期であり、多くの漁民が小型の船に搭乗し、出漁海域で網を使って
魚を捉えた。魚が少ない時期は、漁民が魚釣りに行き、海鼠と鮑などの海産物を採捕し、或は
引き潮の時に干潟で海産物を採った。
　栄成縣においても当地の漁師の出漁活動の記録が残されている。
28）	 前掲、「外国事情篇・清国事情」第 6期。
29）	 民国『福山縣志稿』巻 6、芸文、「登州府福山縣鹽課碑記」、『中國方志庫』データベース。
30）	 光緒『増修登州府志（一）』、『中國方志庫』データベース。	
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瀕海漁家隆冬徹夜結繩、早春剖冰擊鮮。驚蟄以後、登筏出海、動經四五十里或一二百里。
論潮汐不分晝夜、晦明陰晴、履牛革衣狗皮食糗糒汛汎於雲濤雪浪之中。風信不測、其辛苦
數倍於山農。且陸地有豊歉、海灘亦然得之。則以魚易粟、稍歉則資本不給。况賊船劫魚、
害及身命網罟衣服猶小也31）。
　栄成地区の漁民は冬季に網を作り、早春に氷を穿って魚を採った。啓蟄（西暦 4月 5日ごろ）
以降、漁民が筏に乗って陸地から40から200里離れた海域で出漁し、昼夜を分かたず、潮汐を利
用する出漁作業をしていた。農事と比べ辛苦であったことがわかる。
　以上の記録から、清代山東の主要な出漁時期は春季と夏季であり、漁民から使った船は「筏」
のような風濤に対する防御の能力が低い小型漁船であった。
　次に山東漁船の具体的な出漁時期について述べたい。
1 ．清代における山東漁船の出漁時期
　山東の地方志に見る各種類の漁獲物は、大部分が海産物で、海産物の出漁時期も違っていた。
清代山東の海産物の出漁時期の記録を整理したものが次の表 3である。
　表 3から、春季、即ち西暦の 3 － 5月は魚類が最も多かった。具体的に見ると、出漁時期が春
季の海産物は32種類あり、夏季の海産物は 8種類である。秋季の海産物は 9種類で、冬季の海
産物は 9種類があった。そして、中国暦の 1 － 6月の春夏季に出航した漁船で朝鮮半島に漂着し
た山東籍漁船が総数の75％であったが、山東沿海海域の主要な出漁時期と海難との関係が推察
31）	 道光『栄成縣志』卷 3（『中国方志叢書』華北地方、第382号、成文出版社、1976年）、154頁。
出漁季節 春季 夏季 秋季 冬季
中国暦 1 － 3月 4 － 6月 7 － 9月 10－12月
西暦 2 － 4月 5 － 7月 8 －10月 11－ 1月
漁獲物
嘉鯕（鯛） 銀魚（白魚）	 偏口（鰈）	 鯿 鮁（鰆） 鰶魚 海腸
青魚（鯖） 何羅（章魚）	 重唇（川）	 鰷 鯧 梭魚 大口
黄鮰（グチ） 鮐鮊 瓶觜 鮊 蝦 䖳 䱗
白鯝（グチ） 鰂（烏賊） 鯽魚 鯊 鯽魚 蝦 	蝦
刀魚 紅娘（金頭）	 烏魚（鯔） 鯔 鯽魚 鯽魚
鮁（鰆） 綠翅（魴鮄） 豸（鱸） 豸 鯔 鯔
鯧 尉（鮪） 鮎（鯰） 鮎 豸 豸
鮦（鱧） 白鮝（黄魚）鱓（ウツボ） 鱓 鮎 鮎
海鮒（海鱮） 逛魚 蟹 鱓 鱓
海参（海鼠） 蝦 麵條魚
注：（　）は日本語名称である。ここの春夏秋冬は中国の旧暦による。以下同じ。
表 3　山東海水魚の出漁時期
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される。
　次に山東漁船の具体的な出漁海域と海難との関係について述べたい。
2 ．清代における山東漁船の出漁海域
　海洋漁労は沿海漁労及び遠海漁労であり、一般的に、港湾海域、近島海域、海流の合流点な
どのような海域では海洋漁労の漁場となった。山東省は山東半島の沿海地区に位置するため、
山東漁民の主要な出漁海域は山東半島を囲む黄海と渤海海域である。
　清代の大部分の山東漁船は風濤に対する防御の能力が低い小型漁船のため、主要な出漁海域
は海岸に近い漁場であった。1908年 9月、外務省通商局、『清国事情』第 1輯、山東省の漁業に
ついての調査によれば、当時の山東省の漁場が知られる。
山東沿海ノ漁業ニハ所謂漁區ナルモノアルナシ、故ニ威海衛附近ニ於ケル漁業者ニシテ時
ニ登州府ノ沿岸ニ出漁スルアリ、又膠州附近ノ漁民ニシテ山東角沿海へ出漁スルコトアル
モ、両者ノ間絶テ闘争スルコトナク32）。
　山東威海衛の漁民は登州府の沿海などの山東半島の北部海域、即ち渤海海域に出漁し、山東
膠州湾の漁民は山東半島の南部海域即ち、黄海海域に出漁した。両方の漁民の出漁海域が違う
ため、両者には競争がなかったと考えられる。
　雍正『山東通志』巻20、山川に、
㟂屺島、屬黄縣上有居民十二户地四頃餘可泊十餘艘避正北東北西北風毎春夏間、三山島㟂
屺島二處漁船畢集亦捕魚之所33）。
とあり、登州府黄縣の三山島と㟂屺島は沿海漁民の出漁海域であった。また、道光『重修膠州
志』、巻12、山川に、
顧家島在唐島東山頂、多石、三面臨海、惟東臨陸地。居民三十家、其西隅名前灣。每歲穀
雨後桴筏網罟雲集捕魚之利、民頗饒給34）。
とあるように、膠州の顧家島も膠州湾の漁場であり、漁獲量が多かったことが分かる。
　道光『栄成縣志』卷 3、物産に見る漁場についての記録が知られる。
32）	 前掲、「外国事情篇・清国事情」第 6期、『明治後期産業発達史資料』第292卷、341頁。
33）	 雍正『山東通志』卷20、『中國方志庫』データベース。
34）	 道光『重修膠州志』巻12、『中國方志庫』データベース。
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漁圈曰石島、曰鏌鎁島、曰褚島、曰畢家港、曰嘉鯕汪、曰卸口、曰鯖魚灘、曰蠣港、曰瓦
屋石、曰龍口崖、曰裏島、曰駱駝圈、曰馬山凡十餘處35）。
　清代における山東の漁場は数十個處があり、大部分の漁場は登州府の沿海海域に集中してい
た。
　1908年 9月、外務省通商局、『清国事情』第 1輯、山東省の漁業の調査にも、山東省の漁場が
知られる。
漁場ノ重ナルモノハ文登縣沿岸、直隷海峡ノ諸島、城瑝島、威海衛附近、芝罘島、石島、
俚島、長山列島、膠州、金家口龍、睡島、莱州、青州府等ノ附近海面ナリトス36）。
　清代における山東半島の主要な出漁海域は渤海と黄海海域に位置する黄縣の三山島と㟂屺島、
膠州の顧家島、文登縣の沿岸、直隷海峡の諸島、廟島列島の城瑝島、威海衛附近、福山縣の芝
罘島、栄成縣の石島、栄成縣の俚島、長山列島、膠州、黄縣の金家口龍、睡島、莱州、青州府
等の沿海海域であった。中国の地方志の記録とほぼ同じで、出漁海域が山東半島の沿海海域に
集中していた。
　出漁時期になると、以上の漁場で出漁する漁民が多く、海難に遭遇する可能性が極めて高か
った。『同文彙考』に記録された朝鮮半島平安道宣沙浦に漂着した山東漁民の目的地は渤海海域
の海洋島であり、資料 6と資料 7に記した漁民の目的地は黄海海域の登州府成山の沿海海域で、
資料 9に記録された漁民の目的地は黄海海域の登州府石島の沿海海域であった。
　以上のように、清代における山東半島の主な出漁海域は渤海と黄海であり、具体的な出漁
35）	 道光『栄成縣志』卷 3、中国方志叢書、華北地方、第382号、成文出版社、1976年、154頁。
36）	 前掲、「外国事情篇・清国事情」第 6期、『明治後期産業発達史資料』第292卷、341頁。
番号 漁場 具体的な出漁海域 所属海域
1 海洋島漁場 盛京省海洋島 渤海海域
2 遼東湾漁場 廟島群島、長山列島 渤海海域
3 莱州湾漁場 桑島、三山島、㟂屺島 渤海海域
4 烟威漁場 芝罘島 黄海海域
5 栄成縣海域 成山、俚島 黄海海域
6 石島漁場 石島、鏌鎁島 黄海海域
7 膠州湾漁場 顧家島、山東角 黄海海域
8 渤海湾漁場 青州府海域 渤海海域
表 4　清代における山東漁民の出漁海域
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海域は盛京省海洋島、廟島群島、長山列島、桑島、三山島、㟂屺島、芝罘島、成山、俚島、石
島、鏌鎁島、顧家島、山東角、青州府などの島嶋附近の海域と海湾であった。以上の内容を整
37）	 譚其驤『中国歴史地図集・第八冊　清時期』、暁園出版社、1992年。
38）	 同上。
図 1　山東籍漁民の出身地、漂着地と出漁海域37）
図 2　清代における山東東部沿海地図38）
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理したものが表 4である。
　左の地図は前述の考察により、整理したもので、清代における山東漁民の出漁海域、出身地、
漂着地である。
3 ．清代における山東漁船の漁獲物
　清代における山東地方志の魚類の記録と1908年 9月の『清国事情』第 1輯、漁獲物の数量39）
から、清代における山東半島の漁獲物について検討したい。
　表 5 に示したように、清代における山東半島の主要な漁獲物は鱶、鰤、鱈、鱸、コチ、鰡、
サワラ、海鼠であった。最も重要な漁獲物は、「鯛、グチ、鯖、大刀魚…以上ノ四種ハ當省ニ於
ケル漁獲物ノ最重要ナルモノナリ40）」とされ、漁獲量によると、鯛（すなわち加吉魚、真鯛、大
頭魚）、グチ、鯖（すなわち鮐魚、青花魚）、大刀魚の 4種類の海水魚は最重要な漁獲物であっ
た。
　中国地方志と日本の記録とも同様な海水魚についての記録が残されている。次に漁獲量が多
い漁獲物について述べたい。
（1）鯛
　1908年 9月、外務省通商局、『清国事情』第 1輯、山東省の漁業についての調査によれば、鯛
の出漁海域、出漁時期、採捕方法などに関する記録がある。
39）	 前掲、「外国事情篇・清国事情」第 6期、『明治後期産業発達史資料』第292卷、341頁。
40）	「外国事情篇・清国事情」第 6期、外務省通商局、1908年。『明治後期産業発達史資料』第292卷、龍溪書
舎、1996年 3月、341頁。
漁獲物
一ヶ年総漁
獲高（萬斤）
旧称 出漁時期 出漁海域 出産地
鯛 200～300 嘉鯕、海鯽 春季 黄海、渤海 芝罘島、文登縣、青州府
グチ 300～400 石首魚、黄魚、白鯝 春季 黄海、渤海 登州府各地、莱州府
鯖 200～300 青魚、鮐魚 夏季 黄海、渤海 文登縣、黄縣
大刀魚 300 刀魚、帶魚 春季 黄海、渤海 登州府各地、膠州湾
サワラ 100～ 鮊、鮁、鮲皣鱜 春末、初夏 黄海、渤海 登州府各地
鱶 7～ 8 沙魚、鯊、䱜 冬季 渤海 海洋島、廟島列島
鰤 7～ 8 渤海 海洋島、廟島列島
鱈 7～ 8 大口魚 冬季 渤海 青州府
鱸 7～ 8 四腮、 貔魪 冬季 渤海 青州府、登州府福山縣
鰡 7～ 8 梭 冬季 渤海 莱州湾龍口
海鼠 5～ 6 海参、海鰈皣薜 春、夏、秋 黄海 登州府各地、直隸海峽群島
表 5　山東省の主要な漁獲物の統計表
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鯛及「グチ」ハ多ク芝罘島近海ニ産シ、春季ニ於テ漁獲スルコト最モ多ク、夏秋亦多少ノ
収獲極アリ。其方法ハ、春季ハ主トシテ網ヲ用、収獲極メテ少ナキ時季ニ至レハ、鈎ヲ用
ユ41）。
　清代の山東半島の鯛の出漁海域は福山縣芝罘島、文登縣沿海の黄海海域、青州府沿海の渤海
海域であった。春季に漁民は網を使って鯛を採捕し、夏秋時分に漁民は鯛を釣った。鯛の最適
な出漁時期は春季で、夏季と秋季も採れたため、鯛の漁獲量が多かったことが知られる。
　清代における鯛の名称は嘉鯕で、別称は「大頭魚」「海鯽魚」「魞𤩍鯕」であった。光緒『文登
縣志』巻13、土産にも鯛に関する記録がある。
　魞𤩍42）鯕、體豊碩脊微赤肉白、詳見龎元英文昌雜錄、率以三四月間至。商人以冰船貨致都
下謂之大頭魚、亦曰海鯽魚、土人謂之嘉鯕魚。許氏說文魞𤩍鯕魚出東萊、是魞𤩍鯕、即嘉鯕
矣43）。
とあり、咸豊『青州府志』巻32、物産に、
嘉鯕似鯉、季春…網戸視若秋收44）。
とあるように、文登縣沿海の黄海海域、青州府沿海の渤海海域にも清代の山東半島の鯛の出漁
海域であった。日本側の記録とほぼ同じく、春夏季に漁民は網を使って鯛を採捕した。
（2）グチ
　『清国事情』第 1輯、山東省の漁業に、グチの出漁海域、出漁時期、採捕方法などに関する記
録がある。
鯛及「グチ」ハ多ク芝罘島近海ニ産シ、春季ニ於テ漁獲スルコト最モ多ク、夏秋亦多少ノ
収獲極アリ。其方法ハ、春季ハ主トシテ網ヲ用、収獲極メテ少ナキ時季ニ至レハ、鈎ヲ用
ユ45）。
41）	 同上。
42）	魞𤩍の字は一字であるが、印字に際して表記できたいため便宜上［魚夫］と記した。
43）	 光緒『文登縣志』卷13、中国方志叢書、華北地方、第368号、成文出版社、1976年、第四冊、1185頁。
44）	 咸豊『青州府志』卷32、『中國方志庫』データベース。
45）	 前掲、「外国事情篇・清国事情」第 6期、『明治後期産業発達史資料』第292卷、341頁。
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　清代の山東半島のグチの出漁海域は、福山縣芝罘島沿海の黄海海域であり、主要な出漁時期
は春季のグチが多いため網でグチを捕えた。夏秋の季節は漁獲量が少なく、釣り針を使ってグ
チを採捕した。表 5に示したように、グチの漁獲量が最も高かったことが知られる。
　順治『招遠縣志』巻 5、物産にグチに関する説明がある。
黄鯝魚、李時珍曰：魚腸肥曰鯝。此魚腸腹多脂、北人訛為黄骨魚、然海中黄骨魚在魚中為
下品、又有白者名白骨魚46）。
　山東半島ではグチを「鯝魚」や「骨魚」と呼び、色により黄色と白色とに分けていた。
（3）鯖
　『清国事情』第 1輯、山東省の漁業に、鯖の出漁時期、採捕方法などに関する記録がある。
鯖ハ網、又ハ鈎ヲ用ヒ、夏季ニ於テ漁獲シ…47）
　山東半島の鯖の出漁方法は網または釣り針を使って採捕した。鯖の出漁時期は夏季であった。
表 5のように、山東省での鯖の漁獲量は200－300萬斤であった。
　中国で鯖の名称は青魚、或は鯖魚であった。光緒『文登縣志』巻13、土産に、
青魚、本草圖經古作鯖字、所謂五侯之鮓是也、舊產威海。…驚蟄後網取之掛網之、繁無慮
千萬貨者賤之名青者以其色也48）。
とある。山東半島の鯖の出漁海域は文登縣沿海と威海の黄海海域であった。鯖の出漁時期は日
本側の記録とほぼ同じで、啓蟄（西暦 4月 5日ごろ）以降の夏であった。鯖の漁獲量が多かっ
たため、名前が色によって「青魚」と呼ばれた。
（4）太刀魚
　『清国事情』第 1輯、山東省の漁業調査に、太刀魚は「大刀魚」と記録されている。
大刀魚ハ福山縣八角口及山東角以南ノ沿海ニ産スルモノ多ク春季ノ漁獲物ニシテ、凡テ網
46）	 順治『招遠縣志』卷 5、『中國方志庫』データベース。
47）	 前掲、「外国事情篇・清国事情」第 6期、『明治後期産業発達史資料』第292卷、341頁。
48）	 光緒『文登縣志』卷13、中国方志叢書、華北地方、第368号、成文出版社、1976年、第 4冊、1190頁。
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ヲ用ユ49）。
　山東半島の太刀魚の出漁海域は文登縣沿海、福山縣八角口、山東角の南方の黄海海域であっ
た。太刀魚の出漁時期春季であり、網を使って捉えた。1908年 9月における、刀魚の年漁獲量
は300万斤であった50）。
　中国では太刀魚の名称は銀刀、或は帯魚であった。道光『重修膠州志』巻14、物産に太刀魚
に関して次のようである。
銀刀、一名帶魚、大者長三尺餘寬三四寸、色白如銀、故曰銀刀。穀雨時網之動以萬計51）。
　山東膠州湾の黄海海域においても太刀魚を出産した。太刀魚の出漁時期は日本側の記録と大
体同じで、穀雨（西暦 4月20日前後）後、網で捉え、太刀魚の漁獲量は数えきれなかった。
　以上のように、魚類の漁獲量により、清代における山東半島漁民の最重要な漁獲物は渤海海
域と黄海海域で出産された鯛、グチ、鯖、太刀魚の 4種類の海水魚であった。表 2と、資料10
から「青魚」、は鯖であり、朝鮮に漂着した山東漁民の漁獲物は鯖のような産量が多い海水魚の
可能性が極めて高いであろう。
（5）海鼠
　表 1に掲げた14隻の山東籍漂流漁船の内、中国名「海参」日本名の「海鼠」すなわちナマコ
を採取する漁船の出漁は総数の17％を占めていた。これらの山東籍漂流漁船が海鼠を採取する
理由について述べたい。
　『清国事情』第 1輯、山東省の漁業調査によれば、海鼠は漁獲量が多く年間の漁獲量が 5、 6
万斤であった。山東地方志によると、海鼠は山東半島の重要な高級漁獲物であった。
　咸豊『青州府志』卷32、物産に、
其貴而難致者曰海參、鰒魚、西施舌、筆管、蟶52）。
とあるように、青州府近海で採取される高価な海産物は海鼠、鮑、海松食貝、槍烏賊、馬刀貝
とされるように、海鼠は高級食材であった。さらに、山東各縣の地方志にも海鼠が貴重な海産
物として記録されている。
49）	 前掲、「外国事情篇・清国事情」第 6期、『明治後期産業発達史資料』第292卷、341頁。
50）	 同上。
51）	 道光『重修膠州志』巻14、『中國方志庫』データベース。
52）	 咸豊『青州府志』卷32、『中國方志庫』データベース。
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　道光『栄成縣志』卷 3、物産に、海鼠に関して、
其色黑而身多軟刺者曰參、食品最重53）。
とあり、同治『重修寧海州志』卷 4、食貨志・土産雜品に、
海參、象島出者良、在莒島東北54）。
とあるように、蓬萊縣、福山縣、文登縣、膠州において海鼠が採取された記録が見られる。こ
のように、海鼠の出漁海域は青州府、登州府の栄成縣、寧海州、蓬萊縣、福山縣、文登縣の渤
海海域と、莱州府膠州沿海の黄海海域であった。とくに、海鼠が最もよく採れる海域は登州府
寧海州の象島である。
　山東沿海には、海鼠の漁獲量が多く、貴重な海産物のため、多くの山東漁船が出漁し、その
漁船の一部が南風を受けて朝鮮半島に漂着した。
おわりに
　中国漁業に関する研究は幾つが見られるが、清代の漁業に関して研究は決して多くない。そ
の理由は、中国史料には清代漁船の漁業活動についての記録が少ないからである。
　ところが、朝鮮の『同文彙考』に見る山東漁船の漂着史料から、山東漁船が朝鮮半島西沿海
に漂着した事実が知られる。朝鮮官吏が筆談などの方法により山東漁船の漂流状況と出漁状況
を一々細かく調べ、山東籍漂流漁船の出漁時期、出漁海域、漁獲物および漁船の特色を記録し
た。この記録から、清代における山東漁民の出身地、出漁海域、出漁時期などの一般的な出漁
活動の事情について詳しく知られるのである。
　康熙37（1699）年から光緒 6（1880）年までの181年間における朝鮮に漂着した小型漁船を中
心とする山東登州府や莱州府籍の漂流漁船は朝鮮半島の西側、すなわち山東半島の北側に位置
する渤海海域、黄海海域に出漁し、さらに、国境を越えて、朝鮮半島西沿海海域へ赴き、鯖と
海鼠などの海産物を捕らえていた。
　清代において康熙23（1684）年に海禁政策の「遷界令」が解禁されると、山東半島沿海の出
漁活動は極めて活発化した。しかし、山東籍漁船は、大型漁船が少なく、「三板」のような小型
漁船が多かった。小型漁船は風濤に対する防御の能力が低く、出漁の際、海難に遭遇する可能
性が高かったため、出漁に不利な冬季ばかりではなく、出漁に有利な春季と夏季においても、
53）	 道光『栄成縣志』卷 3、中国方志叢書、華北地方、第382号、成文出版社、1976年、154頁。
54）	 同治『重修寧海州志』卷 4、『中國方志庫』データベース。
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山東半島の北東海域で出漁中の一部の漁船が強風を受けて朝鮮半島の西沿海に漂着した。
　山東地方志も、清代山東の主要な漁獲物に関する重要な史料ではあるが、上記のような漁船
の出漁海域は不明である。さらに、日本の『清国事情』に収録された1908年 9月の山東省の漁
業調査から、清代における山東半島の主な漁獲物は黄海海域と渤海海域で採捕された鯛、グチ、
鯖、太刀魚のような漁獲量が多い海水魚と海鼠のような高価な海産物であったことが知られる。
　このように、本稿は朝鮮王朝時代の外交文献である『同文彙考』によって山東漁船の漂着に
関する資料に基づき、さらに、日本の『清国事情』に収録された1908年 9月の山東省の漁業調
査や、山東の地方志を参考にした。山東籍漂流漁船の視点に立ち、山東漁船の出漁時期、出漁
海域、漁獲物および漁船の特色を明らかにしたことになる。このように日中朝三国の史料によ
り、清代における山東籍漁船の朝鮮漂着に到るまでの漂流状況および出漁状況などの詳しい漁
船活動を明らかにすることが出来るのである。
